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大分県では、令和6年10月26日（土）に、大分県広域景観シンポジウムを開催しました。
コーディネーターとして、大分大学理工学部理工学科建築学プログラムの姫野准教授をお招きし、

日豊海岸エリア周辺でそれぞれの団体が行っている活動が、どのように「景観」と結びついている
のかを紐解いていただき、広域景観の保全・形成の重要性を考える機会となりました。

「くらしを豊かにする取組みと景観まちづくり」

まず、大分県より、広域景観の保
全・形成指針について説明を行い
ました。

その後、日豊海岸エリアで地域づ
くりに貢献されているパネリスト
の方々に活動事例発表を行ってい
ただきました。早瀬 康信氏（（株）テイクファイブ 代表取締

役会長）

中野 重二氏（（一社）臼杵市観光協会 理
事） 今村 祐美氏（喫茶チパータ 店主） 廣瀬 克樹氏（（株）マツオカ 常務取締役）

活動事例発表の後は、姫野准教授にコーディ
ネーターを務めていただき、パネルディス
カッションを行いました。
パネリストの方々のお気に入りの景観の写真
を紹介していただき、そこから日豊海岸エリ
アでどのような取り組みが行われているのか
について知ることができました。



まちづくり事業について紹介します

荷揚町小学校跡地複合公共施設整備事業（R４～R５）

本地区は、大分駅周辺に位置し、都市再生整備計画事業（平成１７年度～令和元年
度）による事業の結果、地区内居住人口の増加や生活利便施設の整備、まちづくりイベ
ントの開催等、中心市街地の活性化に向けた動きが加速化している状況にあります。

平成29年3月に閉校した荷揚町小学校の跡地については、子どもの遊び場や地区公民
館等の整備により、中心市街地の活性化やにぎわいづくりなどを地域住民から望まれて
おり、これらに加え、頻発する近年の大規模災害に対応するための防災機能強化・集積
など、大規模公有地の利活用を図ることを目的として整備されました。

外観
町並みとして連続するアートプラザや既存庁舎の外観要素や色彩を効果的に
採り入れ、城址公園を含めた一体的な景観を形成しています。

エントランス府内こどもルーム

中高生のためのフリースペースです。 外構・歩道

木のぬくもりあ
ふれるこども
ルームには園庭
もあり、親子が
気軽に来て遊べ
るところです。
ランチコーナー
も新設されまし
た。

施設と市役所の庁舎を結
ぶ連絡通路も整備されて
います。

本計画」に基づき、新設の碩田学園に統合され平成

子どもの遊び場や地区公民館等の整備により、中心市街地の活性化やにぎわいづくりなどを
地域住民から望まれており、荷揚町小学校跡地の利活用により、中心市街地のさらなる魅力
創造を図ることが不可欠と考えています。このような経緯を踏まえまして、本市では、平成
3
とが望ましい機能を整理するとともに、民間のノウハウや資金を活用することによる効率的・効
果的な事業手法の検討等を取りまとめました。

本地区は大分市役所の後背地に位置し、城址公園やアートプラザなどの文化施設が周辺に
点在しています。

本施設は子どもの遊び場や地区公民館等の機能を整備することにより、中心市街地の活性化
やにぎわいづくりを創出するため実施されました。

～令和元年度）による事業の結果、地区内居住人口の増加や生活利便施設
の整備、まちづくりイベントの開催等、中心市街地の活性化に向けた動き
が加速化している状況にあります。このような中、大友氏遺跡や府内城跡で
る城址公園等といった歴史的建造物を結ぶルートや祭礼ルート等の整備を
行うことにより、市民や来訪者の回遊性の促進、賑わいの創出を図り市民

が誇りを持てるまちづくりを推進することとしている。

本地区は、大分駅周辺に位置し、都市再生整備計画事業（平成１７年度～令和元年度）による事
業の結果、地区内居住人口の増加や生活利便施設の整備、まちづくりイベントの開催等、中心市
街地の活性化に向けた動きが加速化している状況にあります。

平成

備により、中心市街地の活性化やにぎわいづくりなどを地域住民から望まれており、これらの利活
用や周辺公共施設と連携することによる中心市街地のさらなる魅力創造に加え、頻発する近年の
大規模災害に対応するための防災機能強化・集積など、大規模公有地の利活用を図ることを目的
とする。

中高生の学習スペース

解放感のあるエン
トランスにはベン
チやテーブルが設
置されており、憩
いの場所となって
います。

車両同線と交差しな
い安全な歩行空間と
して整備され、植栽
による緑あふれる明
るい空間となってい
ます。
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